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平成29年

（2017)

ツール・ド・熊野（太地町）

国際自転車競技連合公認の国際大会として、「ツール・ド・北海道」、「ツアー・オブ・ジャパン」
と並び、国内外から自転車のトップ選手らが集まる「ツール・ド・熊野」。

写真は６月４日の「３ｒｄステージ 太地半島周回コース」のレースの模様です。
県では、『サイクリング王国わかやま』として、サイクリングロードの整備をはじめ、サイクリス

トにやさしい受入体制の整備を進めています。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 

交通安全  
 

 ４月６日県庁玄関前で春の全国交通安全運動の出発式が行われまし

た。交通事故は、元気な方が突然命を奪われたり、けがをされたりし

ますので、被害者本人はもとより、その家族の方々、更に時には加害

者やその家族にとっても大変な悲劇です。このため、事故と被害防止

に当たる警察や県庁当局者の他に交通安全協会、交通安全母の会、交

通指導員会、地域交通安全活動推進委員連絡協議会などに属する多く

のボランティアの方々が一生懸命啓発や交通安全指導に努めて下さっ

ており、本当に感謝しております。おかげさまで和歌山県の交通事故

件数は年々下がってきており、また、交通事故死者数も減少傾向では

あります。  
しかし、命が突然 奪われるというこ とは何にもまして 避けなければ

ならないことであるし、和歌山県は高齢化が全国平均より進んでいる

ことから事故リスクも高まってきていますので、手を抜くわけにはい

きません。また和歌山県はかつて飲酒運転死亡率全国一という、あり

がたくない記録を作ってしまい、県民をあげて飲酒運転防止に取り組

んだ結果、飲酒運転による死亡者ゼロを達成したこともあるのですが、

また少し油断が出ている気もします。  
このため県民皆で 努力をしなければ ならないので すが 、この分野で

１つ全国に誇るべきものがあります。それは音響信号機の設置率が２

０．６％で全国トップであるということです。歩行者用の信号機がピ

ヨピヨと言って信号の中味を告げてくれるあの装置です。目の不自由

な人にはとても役立つと思います。既に２５年も全国一を続けている

そうです。これには、この交通安全運動の際に授与式を行う和歌山放

送による継続的な寄付が大変効果を及ぼしています。１９８６年から

ずっと寄付を続けてこられた和歌山放送も立派ですが、これに協賛し

て募金に応じて下さった方々にも心から感謝を申し上げたいと思いま

す。  
 

5/17 知事室にて 
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今月の和歌山県政トピックス                         

＊ 最近の県政の動きや県内の話題などをピックアップしてお届けします。 
 
●知事が台湾を訪問                              
 
知事は、観光客誘致と県産品の販路拡大を目的としたトップセールスのため、６月７日

から６月９日の日程で、台湾を訪問しました。 

観光については、これまで多かった団体客から、次のステップとして、個人客をターゲ

ットとする必要があると考えられるので、その方面にアピールするようなソフトを提供す

るため、台北市内にある「紀州庵」（台北市の重要文化財に指定されている和歌山県ゆか

りの建物）において、現地の旅行会社やメディア関係者に県内観光地を紹介するセミナー

を開催するとともに、台湾の大手旅行会社を訪問し、和歌山ならではの体験型観光の提案

など積極的なＰＲを行いました。 

県産品の販売促進については、台湾国内で、和歌山県の物産を取り扱ってくれる企業な

どとの流通ネットワークをつくるため、日本食品輸入卸商や小売企業を訪問し、県産品の

紹介や今後の販路拡大に向けた意見交換を行いました。また、ビジネスミッションの参加

企業とともに、日本の経済産業省にあたる台湾経済部を訪問し、平成２６年２月に同経済

部台日産業連携推進オフィスとの間で締結した覚書に基づき、今後より一層の協力を要請

するなど意見交換を行いました。 

また、本県とゆかりのある国立台湾大学図書館や国立国父記念館を訪問し、蔵書や展示

物の視察や各館長と意見交換を行いました。 

 

県産品輸入卸商及び小売企業へのトップセールス 

今後の県産品の取扱い拡大に向けて意見交換を

行うために、知事は、尾崎県議会日華親善議員連盟

会長らとともに、台湾の高級百貨店内スーパーに太

い販路を持つ商田實業有限公司や、高級小売店のシ

ティ・スーパー本社を訪問し、まりひめプレミアム

「毬姫様」や「本格梅酒」などの紹介を行いました。 

 

旅行事業者へのトップセールス 

 知事は、岡本九度山町長や県内観光事業者ととも

に、和歌山県への多数の送客実績を持つライオン・

トラベルや喜
き

鴻
こう

旅行社を訪問し、果物狩りやサイク

リング、ゴルフや世界遺産エリアでのウォーキング

など体験型観光の提案を行うとともに、台湾からの

旅行客の個人旅行化など、最近の訪日旅行の状況に

ついて意見交換を行いました。 

シティ・スーパー本社にて 

ライオン・トラベルにて 
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観光セミナー及び個別商談会（於：紀州庵） 

 和歌山県ゆかりの文化施設「紀州庵」において、

台湾における和歌山県の知名度向上を図るため、豊

かな観光資源や体験型観光プログラムについて、台

北市観光傳播局、旅行会社、メディアなど関係者に

対し、知事と岡本九度山町長からプレゼンテーショ

ンを行いました。 

その後、県内自治体・観光事業者が個別ブースに

分かれ、商談会を実施。旅行会社やメディア関係者に最新の観光情報を提供するなど積極

的なプロモーションを行いました。 

 

国立台湾大学図書館訪問 

 知事は、尾崎会長らとともに、国立台湾大学図書

館を訪問し、南方熊楠と交流のあった世界的な柑橘

分類学者、田中長三郎氏（戦前の台北帝国大学初代

図書館長）が収集した「蜜柑乃紀州」など、貴重な

書籍や植物標本が多く保存されている「田中長三郎

文庫」を視察し、 陳
ちん・

光華
こ う か

図書館長や関係者と同大

学が企画中の展示等について意見交換を行いまし

た。 

 

国立国父記念館訪問 

孫文と交流のあった南方熊楠の展示が新たに加えられた資料展示室を見学するため、知

事は、尾崎会長らとともに台湾建国の父「孫文」の生誕１００年を記念して１９７２年に

建設された国立国父記念館を訪問し、林國
りん・こく

章
しょう

館長や関係者と意見交換を行いました。 

今年４月、孫文の研究団体である中華民国中山学術文化基金会の許水徳
きょ・すいとく

董事長らが来県

し、南方熊楠記念館と南方熊楠顕彰館を視察したことが契機となり、今回の展示が実現し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

紀州庵にて 

国立台湾大学図書館にて 

意見交換の様子 南方熊楠の資料展示 
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●平成２９年度和歌山県知事表彰式を開催しました               

 

５月３０日、「平成２９年度和歌山県知事表彰」

挙行し、４５名、７団体の方々に、知事から表彰状

と記念品を贈呈しました。 

和歌山県知事表彰は、公共の福祉増進に大きな功

労のあった方、その他広く県民の模範となるべき方

を表彰しております。昭和２８年から始めて、今回

で６５回目となります。 

知事は、式辞の中で「これまで和歌山県をあらゆ

る場面で支え続けてくださった、まさに、人の鑑と

もいうべき立派な方々。お一人お一人の地道な活動

が、今日の和歌山県の礎を築いてこられた」と祝意

を述べました。 

受賞者を代表して公益財団法人南方熊楠記念館

名誉館長である荒俣宏氏は、受賞に対するお礼とと

もに、「今日の受賞者の方々の心境は、かつて昭和

天皇にご進講された南方熊楠が、帰宅後直ちに妻を連れて写真館に赴き、写真を撮った日

の緊張感や晴れがましさと同じですね」と述べられ、また、「和歌山県は、かつて海運が

栄えていた時代に色々な物事を漁法とともに各地へ伝えており、物事のルーツをたどれば、

大抵のものは和歌山につながる。そんな素晴らしい和歌山をもっと皆さんに知って欲しい」

と述べられました。 

なお、受賞者は以下の方々です。 

 

【知事表彰受賞者】（順不同・敬称略） 

（地方自治の振興）地方自治の育成・発展に尽くされた方々 

髙尾 通雄、田村 武 

（保健福祉の増進）地域の福祉や医療、保健衛生の向上に尽くされた方々 

 中川 武正、初山 昌平、新垣 勝、木村 幸夫、栁岡 楠美、酒本 紀美子、 

杉本 昌子、上田 幸雄、竹中 昭美、寺下 浩彰、田村 康一、森 益男 

（環境衛生の向上）環境整備や食品衛生向上に努め、環境衛生の発展に尽くされた方々 

  貴志 修三、堀江 邦彦、山根 博、原 禎一 

（暮らしの安全及び向上）地域の交通安全や防犯活動、防災活動、運輸業などを通じ、 

県民生活の安全と向上に尽くされた方々 

  時松 順子、鳥居 守、辻澤 比佐子、﨑山 光一、狩谷 典男、中瀬 明 

表彰状贈呈の様子 

代表者挨拶（荒俣宏氏） 
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（教育、文化等の振興）芸術・伝統技術を通じ他地域文化の振興、国際交流の進展、 

教育の充実、人権啓発活動に尽くされた方々 

 武田 尚子、荒俣 宏、デービッド・アトキンソン、和歌山県民謡連合会、 

前岡 哲也、田辺第九の会、藪添 泰弘、平野 眞理、松下 稔、辻本 將典 

（産業の振興）商工業・農林水産業・建設業などでの活動を通じ、業界の振興及び育成発展に 

尽くされた方々 

  小川 勝美、石田 侃、丸山 昌三、川端 隆也、築野 富美、請川 孝治、 

北原 正、和歌山県林業研究グループ連絡協議会女性林研部会、狩谷 実男、 

木下 雄、朝間 諭、佐藤 和夫 

（ボランティア）精力的なボランティア活動により社会福祉の増進に尽くされた方 

 多田 佳 子、特定非営利活動法人花いっぱい推進協議会 

（地域興し）様々な分野で新たな取組により地域の活性化に尽くされた方々 

宮本 照代、安居の渡し保存会、紀州九度山手作甲冑真田隊、 

湯浅伝建地区保存協議会 

 

●旧和歌山県会議事堂が重要文化財に指定されます                       

 
このたび、５月１９日の国の文化審議会の答

申により、旧和歌山県会議事堂が重要文化財に

指定されることが決定しました。 

旧和歌山県会議事堂は、明治３１年（１８９

８）和歌山市に建設された「和歌山県会」の議

事堂です。 

当時の県庁の庁舎は木造二階建ての洋風意

匠でありましたが、議事堂は同じ木造でありな

がら和風意匠が採用されました。洋風の構造を取り入れながら和風意匠でまとめた時代の

特徴をよく表した建物で、明治期の木造和風意匠の県会議事堂としては、現存する唯一の

建物であり、文化財としての価値が高いとされています。 

明治から昭和までの県政の中枢施設として重要な役割を果たした一方、公会堂としても

利用され、特に明治４４年（１９１１）の文豪・夏目漱石による「現代日本の開化」と題

した講演は有名です。 

その後、昭和１３年の現県庁舎完成に伴い売却されることになり、根来寺（岩出市）の

敷地内に「一乗閣」の名称で移築され、集会や合宿の施設として親しまれていました。 

旧和歌山県会議事堂（正面） 
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老朽化が進み、解体も検討されまし

たが、県は保存を決め、平成１７年に

県有形文化財に指定。その後、平成２

４年～２７年度の修復工事により、岩

出市根来の現在地に移築され、建築当

時の姿に復原されました。 

今後は、この指定により歴史的価値

が再認識された旧議事堂を、様々な行

事等でも使用し、国内外の皆さんに知

っていただくとともに、これからも、古き良き時代からの遺構を大事にしていきたいと思

います。 

 

●ねんりんピック紀の国わかやま２０１９実行委員会を設立                       

 
県では、高齢者を中心とするスポーツ・文化・健康・

福祉の総合的な祭典である「全国健康福祉祭（愛称：

ねんりんピック）」を、平成３１年１１月９日（土）

～１２日（火）の会期で開催します。 

このたび、開催を２年後に控え、全県を挙げて大会

の準備・運営を進めるため、県内の各界を代表する１

７０名の方々の参画を得て「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９実行委員会」を６月

６日に設立しました。 

大会テーマを「あふれる情熱 はじける笑顔」とし、スポーツや文化の交流大会２７種目

を県内２１の市町で開催することや、会期中に開催する様々な福祉・健康・生きがいに関

するイベントを行うことを「基本構想」に盛り込みました。このうち、「合気道」は、開

祖植芝盛平の生誕の地である田辺市において、ねんりんピックとしては史上初めて開催さ

れます。 

なお、県では、平成２９年度の「全日本マスターズ陸上競技選手権大会」、平成３１年

度の「ねんりんピック」、平成３３年度の「国民文化祭」や、関西圏全体で開催される「ワ

ールドマスターズゲームズ２０２１関西」などのビッグイベントを続けて開催し、スポー

ツ・文化による地域振興で、わかやまを盛り上げてまいります。 

設立総会の様子 

かつての議会の様子（「社会画報」昭和１３年１月に掲載） 
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●ＩＲの設置要件について政府に要望書を提出                       

 
政府の平成３０年度予算編成を前に、知事は

県幹部とともに各省庁を回り、５８項目の要

望、提案を行いました。 

その中で知事は、ＩＲ（カジノを含む統合型

リゾート施設）推進本部の本部長補佐を務める

杉田和博官房副長官を訪問し、ＩＲに関する県

の意見をまとめた要望書を提出しました。 

政府の有識者会議が示す、カジノ施設以外の中核施設として、国際競争力を有する大規

模な会議場や展示場などの設置が条件とされることやＩＲの認定区域数が設定されること

について、知事は「地方都市で要件を満たすことは極めて困難」、「認定区域が大都市に

とどまった場合、地方創生にはつながらない」と指摘しました。また、ＩＲの推進による

地域経済の振興が法の目的となっていることを踏まえ、地方でも地域の特性を生かしたＩ

Ｒを実現できるような制度設計を行うよう求めました。 

また、知事は、これに先立ち、二階幹事長や石田議員、門議員、世耕経済産業相、鶴保

沖縄北方担当相ら県内の国会議員と意見交換を行い、県への積極的な支援をお願いしまし

た。 

 

●国際大会のアジアツアーの一つ、「ツール・ド・熊野」開催                       

 
国内外の自転車のトップ選手らが熊野路を走る、

第１９回「ＴＯＵＲ ｄｅ 熊野（ツール・ド・熊野）」

が６月１日～４日に開催されました。 

ツール・ド・熊野は、第１０回大会から、国際自

転車競技連合公認のレースとして国際大会に認定

されており、「ツール・ド・北海道」、「ツアー・

オブ・ジャパン」などとともにアジアツアーの一つ

として位置づけられています。 

同大会は、ＮＰＯ法人ＳＰＯＲＴＳ Ｐ

ＲＯＤＵＣＥ 熊野（理事長 角口賀敏

氏）が主催し、和歌山県サイクリング協

会、全日本実業団自転車競技連盟のほか、

各新聞社が後援、国、県、開催地市町村

や県内企業各社が協力する、まさに和歌 

選手と応援に駆けつけた子供たち 

スターターの知事と合図を待つ選手 

本県関係国会議員への説明会の様子 
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山県を挙げての開催となっています。 

６月２日、第１ステージスターティングセレモ

ニーでは、ＪＲ新宮駅前で知事から選手への激励

のあと、スタート地点となる「熊野川温泉さつき」

前までパレードが行われました。その後、選手が

スタート地点に集合。新宮市熊野川町を舞台とす

る「赤木川清流コース」は、知事の号砲で選手が

一斉にスタートし、熊野川支流沿いの１周１６．

３ｋｍのコースを７周するレースでその速さが

競われました。 

沿道にある市立熊野川中学校の全校生徒２１名が学校前で観戦し、選手の巧みなテクニ

ックに歓声を上げていました。 

その後、６月３日は三重県熊野市、御浜町を舞

台として「熊野山岳コース」、６月４日は太地町

を舞台とした「太地半島周回コース」でレースが

実施され、沿道に駆けつけた大勢の観客や子供た

ちの応援などもあり、今年のツール・ド・熊野も

初夏の暑さに負けない熱気と興奮に包まれてい

ました。 

 

●ベトナム前国家主席が来県されました                       

 
５月２９日から３０日、ベトナム社会主義共和

国のチュオン・タン・サン前国家主席一行４１名

が、和歌山県内の農業関連企業・施設の視察や関

係者との意見交換を目的に来県されました。 

５月２９日、知事室において、平成２７年３月

にベトナム農業農村開発省との間で締結した協

力覚書に基づき、農水産業分野での協力関係の強

化について知事と会談しました。 

サン前国家主席は、「仁坂知事と再会できて嬉しい。今回の訪問を契機としてベトナム

と和歌山県との協力関係が更に発展するよう願う。」と述べられました。知事は、ベトナ

ム側の農産物検疫制度について県産果実の輸入が進むよう改善を要望し、サン前国家主席

から「調査したい」と回答がありました。 

会談終了後、サン前国家主席一行は、県果樹試験場や有田市内の農業関連企業と、和歌

山市の企業を視察されました。 

１ｓｔステージの様子（赤木川清流コース） 

３rdステージの様子（太地半島周回コース） 

会談の様子 
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                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●“櫨
はぜ

蝋
ろう

の里 志賀野”活性化プロジェクト決定                

 
県は、紀美野町志賀野地区が進める“櫨蝋の里 志賀

野”活性化プロジェクトに対して支援を行うことを決定

しました。 

支援を行う過疎集落支援総合対策事業は、地域住民が

行う過疎地域の活性化に向けた取組を後押しするため、

本県が全国に先駆けて、平成２２年度に創設した事業で、

志賀野地域以外にも県内で１５の地域が取り組んでいま

す。同じ形の支援事業を総務省が実施していますが、県の方が早く創設し、この取組を行

っています。 

プロジェクト名の“櫨蝋”は、ハゼの実から抽出され、和ろうそくや化粧品などの原料

として活用されています。志賀野地域は、以前このハゼの実の栽培が盛んでしたが、現在

ではハゼ農家１軒を残すのみと担い手不足に悩まされています。近年、この櫨蝋の持つ“ス

スが出にくい”“人体に優しい”といった特質が見直され需要が高まっており、本事業を

通じてハゼ栽培の復活に取り組むこととなりました。 

この他にも新たな地域工芸品として“志賀野和紙”の

確立を目指した取組や、地域に移住者を呼び込むための

活動、地域コミュニティ活性化を目的としたイベントの

開催などが計画されています。 

県は、これらの活動を通じて志賀野地域に活力を取り

戻し“志賀野”という地名をいつまでも残していこうと

いう志賀野地域の皆さんの思いを後押ししていきます。 

 

●由良港防波堤整備起工式を開催しました                         

 
「津波から『逃げ切る！』支援対策プログラム」

に基づく津波対策の一環として、由良港に建設する

防波堤の起工式を開催しました。 

５月２７日に町立由良中学校体育館で開催した

起工式には約３００名が出席。知事は、「逃げ遅れ

対策として防波堤で津波を小さくしていきたい」と

述べました。 

工事は、平成３６年度中の完成をめざしており、この防波堤が完成することにより、地

震津波から背後の地域の浸水を少なくし、被害を抑え、早期の復旧・復興につなげられま

す。また、平常時は、港内の静穏度が高くなり、停泊する船の安全性が向上します。 

ハゼの実 

移住者向けのお試し住宅 

由良中学校体育館にて 
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●追手門学院大学と就職支援協定を締結                         

 
県では、県外の大学に進学した学生のＵターン就

職や、県外出身者学生のＩターン就職を促進するた

め、平成２８年５月から県外の大学と就職支援に関

する協定を締結しています。 

このたび、５月１８日に、追手門学院大学（大阪

府茨木市）と就職支援協定を締結しました。これに

より相互の連携、協力を行い、学生の和歌山県内企

業への就職活動を支援していきます。なお、本県の就職支援協定は同大学で７件目となり

ます。 

学生が、就職を考える際に、できるだけ和歌山県の情報が耳に届くように、また、大学

で行われる就職ガイダンスや企業説明会の際に、和歌山県の情報をどんどん学生に出して

もらえるような機会をつくっていただき、県内企業の人材確保につなげたいと考えます。 

 

●平成２９年度「わかやま森林と樹木の日」記念行事を開催しました                         

 
県では、平成２３年に開催された第６２回全国植樹

祭をきっかけに、緑や森林の重要性を再認識し、後世

に伝えていこうと、「和歌山の森林及び樹木を守り育

てる条例」を制定しています。 

その中で、県民みんなで和歌山の森林や樹木を守り

育て、緑豊かな和歌山を将来に引き継いでいくため

に、５月２２日を「わかやま森林と樹木の日」と定め

ています。 

今年度は５月２１日（日）に、かつらぎ町の花園新子森林公園で記念行事を開催し、同

日、和歌山県緑化功労者の表彰を行いました。 

和歌山県緑化功労賞は、同条例に基づき、森林及び

樹木を守り、又は育てる活動について、特に顕著な功

績があった方や団体を顕彰するものです。 

本年度の受賞者は、煙樹ヶ浜保安林保護育成会、公

益財団法人熊野林業、特定非営利活動法人南紀こども

ステーションの方々で、それぞれの地域、分野での熱

心な活動が高く評価されました。 

 

 

川原学長と 

記念植樹の様子 

功労者表彰式の様子 
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●「神戸和歌山県人会」総会が開催されました                          

 
全国的に季節外れの暑さとなった５月２１日、ホ

テル北野プラザ六甲荘において、平成２９年度神戸

和歌山県人会総会が開催されました。 
増田徳七会長代行から、「若い人にも魅力ある県

人会づくりに努めたい」と挨拶があり、その後、昨

年９月に亡くなられた小畑隆司会長に黙祷が捧げ

られました。 
和やかに会は進み、紀伊藤白鈴木会会長の鈴木勲

さんから、海南市藤白神社が鈴木姓のルーツとされることについてご紹介がありました。

鈴木姓といえば神戸の近代化の礎を築いた「鈴木商店」が有名で、皆さん興味深く耳を傾

けておられました。 
後半のアトラクションでは阿波踊り神戸連のみなさんの軽妙な踊りが披露され、会員の

皆さんも加わって踊りの輪が会場一杯に広がり、当日開催されていた神戸祭りの賑わいに

負けないくらいの盛り上がりとなりました。 
神戸和歌山県人会の皆さんには、ふるさと納税などいつも和歌山を応援いただき感謝申

し上げます。 
 
●「堺和歌山県人会」総会が開催されました                  

 

６月４日、堺和歌山県人会第５６回総会・懇親会が

ホテル・アゴーラリージェンシー堺において、開催さ

れました。 
 懇親会の冒頭、亀谷忠夫会長が、出席の方々に会の

運営へのご協力に対する感謝の念とともに、「京奈和

自動車道の開通や第二阪和国道の開通により道路のネ

ットワークが大幅に強化された。和歌山に帰る時間が

短縮され、誠にありがたく思っている」と述べられました。 
 今年のアトラクションは、堺熊本県人会のご厚意で、天草ハイヤー音頭と炭坑節の踊り

をご披露していただき、会場は非常に盛り上がりました。 
 堺和歌山県人会の皆さんには、ふるさと納税などいつも和歌山を応援いただき感謝申し

上げます。 
 
 

 

会長ご挨拶 

神戸和歌山県人会の皆さん 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、取組を始めて今年で 10年目に入り、お陰をもちまして、延

べ約 4,300 名の皆さんから 2 億 7 千万円近くの御寄附と力強い応援メッセージを数多くい

ただいております。 

この制度は、｢ふるさと和歌山を大切にした

い｣、｢和歌山を応援したい｣という思いを具体化

するための制度です。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世界遺産

『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全や活用」や「が

ん対策」、「南紀熊野ジオパークの推進」など御

指定いただいた９つの分野で活用させていただ

いております。 

また、御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカードで行

う場合は、ふるさと納税総合サイト「ふるさと

チョイス」（http://www.furusato-tax.jp/）の

サイト上で、簡単に申込みとクレジットカードに

よる決済を行うことができますので御利用くだ

さい。 

 

～7月 1日から返礼品の制度が変わります。～ 

総務省からすべての自治体に対して、返礼品の

調達価格を寄附額の３割以下に抑えるよう見直

し要請があり、この度、和歌山県でも返礼品の内

容を変更することとしました。 

1万円以上の御寄附をいただいた方には、プレ

ミア和歌山の事業者から御協力をお願いした41品目の返礼品の中から１品をお選びいただ

けます。 

また、インターネット限定で、２万円以上の御寄附をいただいた方には、41 品目又は特

別メニューとして、和歌山特産の果物や熊野牛から１品をお届けします。果物は期間限定

となり、秋には「温室新秋柿」や「木熟みかん」、冬には「苺（毬姫様）」も予定してい

ますので、和歌山県が誇る優良産品（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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                             お 知 ら せせ 
お礼の品一覧 

６月末まで、２品 
お選びいただけます！ 
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－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問い合わせ・申込窓口★         ☆お問い合わせ窓口☆ 
〒640-858                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 西岡、嶋村、岡田            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)            担当 宮脇 
FAX  073-423-1192               電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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 イベント情報(６月中旬～７月中旬) 

 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

6/15～ 

9/15 
夏の味覚まつり すさみ町・観光協会加盟

店・宿泊施設 
すさみ町観光協会 

0739-34-3200 

6/20～ 

9/15 
イカの博物館 すさみ町・JR 周参見駅す

さみ町民ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 
すさみ町観光協会 

0739-34-3200 

6/24 

6/25 
野生ラン展 岩出市・和歌山県植物公園

緑化センター 
和歌山県植物公園緑化

センター 0736-62-4029 

6/24 

6/25 

第 22 回 
ビーチラグビー白浜大会 白浜町・白良浜 白浜ﾋﾞｰﾁﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ実行委

員会 0739-42-4686 

6 月下旬 夏越大祓式 田辺市・熊野本宮大社 熊野本宮大社 

0735-42-0009 

6 月下旬 茅の輪くぐり 九度山町・慈尊院 丹生官省符神社 

0736-54-2754 

7 月上旬 海開き 和歌山市・片男波海水浴場

ほか県内各所 
片男波海水浴場管理運

営委員会 073-447-9080 

7 月上旬 たなばた祭り 和歌山市・淡嶋神社、紀三

井寺、藤白神社 

淡嶋神社 073-459-0043 

紀三井寺 073-444-1002 

藤白神社 073-482-1123 

7 月中旬 扇立祭 新宮市・熊野速玉大社 熊野速玉大社 

0735-22-2533 

7 月中旬 

那智の滝大しめ縄張り替え 

那智勝浦町・熊野那智大社 

 

 

熊野那智大社 

0735-55-0321 

熊野那智大社 
１７００年例大祭 

那智の火祭・那智の田楽 

7 月中旬 くじらに出会える海水浴場 太地町・くじら浜海水浴場 
太地町産業建設課 

0735-59-2335 

7 月中旬 高山寺夏祭り 田辺市・高山寺 高山寺 

0739-22-0274 

 

 

 

 

 

 

今年は、熊野那智大社の御創建１７００年の

年になります。各種行事も開催されますので、

是非おいでください。 
  

那智の火祭 
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自然・風物情報(６月中旬～７月中旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

6 月中旬 南高梅 出荷ピーク 印南町・集荷場 
ＪＡ紀州みなべいなみ

梅部会 0739-72-1174 

6 月中旬 新ショウガ収穫ピーク 和歌山市 
ＪＡわかやま 

073-471-3731 

6 月中旬 「あら川の桃」出荷始まる 紀の川市・桃山町 あら川の桃振興協議会 

0736-66-1259 

6 月下旬 ノウゼンカズラ見ごろ 田辺市・新庄総合公園 田辺市管理課 

0739-26-9966 

6 月下旬 ササユリ見ごろ 田辺市・本宮町 熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

6 月下旬 大賀ハス開花 美浜町・大賀池 
有田市・箕川 

大賀ハス保存会 

0738-22-7309 

有田市産業振興課 

0737-83-1111 

6 月下旬 サンゴの産卵 串本町・ 
串本海中公園センター 

串本海中公園センター 

0735-62-1122 

6 月下旬 ブルーベリー狩り かつらぎ町・観光農園 
広川町・浅井農園 

かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

浅井農園 

0737-62-3873 

7 月上旬 ハマユウ開花 和歌山市・番所庭園 
白浜町・白良浜 

番所庭園 

073-444-6533 

白浜町観光課 

0739-43-6588 

7 月上旬 ハマボウ開花 御坊市・日高川河口南部 御坊市商工振興課 

0738-23-5531 

7 月上旬 梅の天日干しはじまる みなべ町各地 JA 紀州みなべいなみ梅

部会  0739-72-1174 

7 月中旬 ハス開花 岩出市・ 
植物公園緑化センター 

植物公園緑化センター 

0736-62-4029 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今月もホタルとアジサイの関連情報を

次にまとめています。 
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 ※ホタル、アジサイに関するもの(６月中旬～) 
 

＜ホタル関連＞ 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

5 月下旬 

～ 6 月 下 旬 
ほたる観賞 広川町下津木・上津木地内 広川町産業建設課 

0737-23-7764 

5 月下旬 

～ 6 月 下 旬 
ゲンジボタル観賞 有田川町内各地 

有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

しみず温泉あさぎり 

0737-25-1181 

6 月上旬 

～中旬 

玉川峡・根古川・東谷川・

田原川のホタル 橋本市内各所 はしもと広域観光案内

所 0736-33-3552  

6 月中旬 

～ 7 月 上 旬 
玉川峡ほたる 九度山町・玉川峡周辺 九度山町観光協会 

0737-83-2019 

 

＜アジサイ関連＞ 

5 月下旬 

～ 6 月 下 旬 
仁平寺のアジサイ 有田市・仁平寺 

有田市産業振興課 

0737-83-1111 

6 月上旬 

～下旬 
養翠園のアジサイの見頃 和歌山市・養翠園 養翠園 

073-444-1430 

6 月上旬 

～下旬 

和歌山市森林公園の 
アジサイの見頃 

和歌山市・ 
和歌山市森林公園 

和歌山市農林水産課 

073-435-1049 

6 月上旬 あじさい見ごろ かつらぎ町・ 
花園あじさい園 

花園あじさい園 

0737-26-0888 

6 月中旬 あじさい祭り 有田川町・ 
吉原若者広場 

有田川吉原あじさい祭

実行委員会 

0737-32-3695 

6/18 恋野あじさいまつり 橋本市・ 
恋し野の里あじさい園 

恋野地区公民館 

0736-33-2458 
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～編集後記～ 

 

６月に入り、和歌山県を含む近畿地方は、梅雨入りとなりましたが、今のところ、ま

とまった雨もなく、過ごしやすい日々が続いております。とはいえ、やはり暑いですね。

真夏日を観測する地域もでてきて、そろそろ熱中症対策なども考えていかなければと思

っております。皆さんも、体調管理にはくれぐれもお気を付けください。 

 

数年前からになりますが、６月に入ると、家の近所の用水路にホタルが舞っているの

を見かけるようになりました。家の周辺は、田んぼがあるとはいえ、一般的には住宅地

と呼ばれるような場所なのですが、地域の皆さんの取組などによるものか、以前と比べ

水がきれいになっているようで、この季節になると、夏の夜の暗闇に小さな点と線が踊

り、周囲をほのかに照らします。 

そんな情景をベランダから眺め、ほっと一息。暑い夏に涼を感じるひとときです。 

                      

話は変わりまして、先日開催された、全日本大学野球選手権大会に和歌山大学硬式野

球部が出場し、国立大学としては７年ぶりとなるベスト８入りを果たし、大学野球界を

わかせました。同部は、近畿学生野球連盟１部の春季リーグを１５連覇中であった奈良

学園大学を破り、大正１３年の創部以来、初のリーグ優勝を成し遂げ、選手権大会への

切符を手に入れました。その快進撃の勢いに乗って神宮の杜を一陣の風となって駆け抜

けた和歌山大学硬式野球部の今後さらなる活躍に期待しましょう。 

 

先日、４月１日に開通した国道４８０号鍋谷峠道路・父鬼バイパスを通ってきました。

かつては、大阪と和歌山の壁と呼ばれる通行の難所でしたが、今やトンネルが開通し道

路が広くなり、カーブも少なく運転は快適でした。通行量もかなり多く感じられました。

近隣にお住まいの皆さんは、新しくなった道路を通って和歌山まで足を伸ばされてみて

はいかがでしょうか。  

今後も引き続き、和歌山の素晴らしい名所や和歌山ならでは取り組みを紹介できるよ

う頑張ってまいります。 

  知事室秘書課長  南木 芳亮 

 

 
 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和 歌 山 県 の ホ ー ム ペ ー ジ    http://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐ://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/furusato/   

                   2017 年（平成 29 年）６月 Nｏ.１１０ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 

     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 

                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


